
『
大
衆
文
化
』
第
二
十
四
号
で
は
、
近
代
文
学
を
中
心
と
し
た
論
考

を
六
本
、掲
載
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
よ
る
図
書
館
の

利
用
制
限
な
ど
、
研
究
を
続
け
る
に
も
困
難
の
多
い
二
〇
二
〇
年
で

し
た
。
次
号
ま
で
に
は
、
状
況
が
好
転
し
て
い
る
と
よ
い
の
で
す
が
。

さ
て
、
今
号
掲
載
の
石
川
巧
氏
「
艶
め
か
し
き
怪
談

―
「
人
で

な
し
の
恋
」
論
（
下
）」
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
「
人
で
な
し
の

恋
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
乱
歩
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
一

つ
の
映
画
と
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
男
色
文
化
研
究
が
同
作

に
及
ぼ
し
た
影
響
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
「
人
で
な
し
の
恋
」
論
の
基
底
の
一
つ
と
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

井
川
理
氏
「
犯
罪
・
活
動
写
真
・
探
偵
小
説

―
ジ
ゴ
マ
騒
動
と

犯
罪
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
言
説
の
再
配
置

―
」
は
、
明
治
後

期
、
映
画
『
ジ
ゴ
マ
』
が
後
の
探
偵
小
説
家
に
与
え
た
影
響
や
、
同

作
品
が
犯
罪
を
誘
発
す
る
と
い
う
社
会
言
説
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し

た
論
考
で
す
。
創
作
と
現
実
と
の
境
が
融
解
し
、
の
ち
の
探
偵
小
説

批
判
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
構
造
を
解
き
明
か
し
て
い
ま
す
。

松
田
祥
平
氏
「
撞
着
す
る
思
想
と
形
式

―
夢
野
久
作
『
ド
グ

ラ
・
マ
グ
ラ
』
を
中
心
と
し
て
」
は
、
本
格
探
偵
小
説
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
内
に
『
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
』
を
捉
え
直
し
、
謎
の
解
明
と
い
う

探
偵
小
説
の
本
質
を
覆
そ
う
と
し
た
夢
野
久
作
の
挑
戦
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
べ
き
か
、
同
作
を
手
が
か
り
に
模
索
し
た
論
考
で
す
。

影
山
亮
氏
「
占
領
下
の
時
代
小
説
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
〈
新
古
交

代
〉
言
説
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
境
に
時
代
小
説
が
史
実
か
ら

講
談
へ
と
そ
の
傾
向
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
作
家
や
作
品

内
容
な
ど
を
分
析
し
、「
新
」「
古
」
作
家
の
対
立
と
見
ら
れ
て
い
た

そ
の
事
象
が
、
読
者
や
掲
載
誌
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

秀
島
希
望
氏
「
不
可
視
化
さ
れ
る
占
領
と
強
調
さ
れ
る
戦
争
体
験

の
残
存
性

―
野
間
宏
『
崩
壊
感
覚
』
論
」
は
、
戦
争
の
衝
撃
か
ら

将
来
像
を
見
失
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
復
員
兵
を
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
も
未
来
へ
向
け
て
復
興
を
始
め
た
東
京
の
都
市
空

間
に
置
き
、
丹
念
に
主
人
公
の
心
理
に
追
っ
た
論
考
で
す
。

米
山
大
樹
氏
「
江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
資
料
に
み
る
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ

の
出
発

―
「
レ
ヴ
ュ
ー
殺
人
事
件
」
脚
本
と
乱
歩
直
筆
原
案
を
調

査
す
る
」
は
、
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
事
実
上
初
の
活
動
と
な
る
舞
台
脚

本
「
レ
ヴ
ュ
ー
殺
人
事
件
」
が
書
か
れ
た
背
景
を
、
残
さ
れ
た
草
稿

か
ら
読
み
解
き
、
乱
歩
の
熱
意
や
ク
ラ
ブ
運
営
資
金
の
や
り
く
り
な

ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
扱
わ
れ
た
乱
歩
考
案
の
舞
台

演
出
に
つ
い
て
は
、
石
川
巧
氏
の
「
艶
め
か
し
き
怪
談

―
「
人
で

な
し
の
恋
」
論
（
下
）」
で
記
さ
れ
た
映
画
観
と
も
通
じ
、
乱
歩
の
映

像
へ
の
視
点
や
関
心
に
つ
い
て
、
一
層
理
解
が
深
ま
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
。	
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